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1.はじめに 

近年，広範囲に長時間降り続く雨により，河川の氾濫

災害が生じている．平成 27 年 9 月には鬼怒川の破堤

氾濫により甚大な浸水被害が生じた．このような大規模

浸水が，地下鉄，地下街などの地下空間が発達してい

る都市域で生ずれば，その被害状況はさらに深刻なも

のとなる．地下空間の大規模浸水は平成 11年と平成 15

年に福岡市で生じている．例えば，平成 11 年の福岡水

害は以下のようである 1)．平成 11 年 6 月 28 日夜から 29

日にかけて，低気圧による寒冷前線の通過による豪雨

が生じた．特に福岡市では，6 月の 1 時間雨量としては

観測史上最大の降雨となり，御笠川および山王水路が

氾濫した．これらの影響により，博多駅周辺では地下街，

地下鉄構内などに多量の水が浸入し，都市機能を麻痺

させた． 

都市における大規模浸水の発生は重要な課題であり，

仮に生じた場合の，地下空間における災害発生のメカ

ニズムとその対象を十分に検討する必要がある．本研

究は，地下空間の浸水が生じた福岡市を対象に，洪水

氾濫および地下浸水を含めた解析を実施し，モデルの

妥当性評価と浸水メカニズムの考察を行う． 

2.福岡市における地下鉄入口の調査 

本研究の実施のためには，地下空間の情報（特に，

入口の情報）を入手する必要がある．そのため，実際に

福岡市の調査を行い，地下空間の入口の場所を確認し，

入口の幅，地表面からのステップ高，止水板の高さ，地

上から駅構内までの階段の段数と階段の高さ，駅構内

からホームまでの階段の段数と階段の高さを調査した．

実施した地下鉄線，駅・地下街，入口の数を表-1 に示

す．また，本研究で浸水の流入口となる博多駅前の地

下空間の入口の様子を図-1 に示す．なお，解析に用い

る地下鉄の駅および地下街の面積，地下鉄線路の平

面位置は web 情報から入手し，駅の地下鉄線路の高さ

から駅間で直線近似して線路の高さを求めた． 

表-1 測定した駅と出入口の個数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-1 地下空間入口の地盤高分布 

3.計算方法および計算条件 

本研究では，武田・西田ら 2）の解析モデルを用いた.

河川の計算は行わず，地表面氾濫流をデカルト座標の

平面 2 次元不定流モデルで解析した．また，地下街お

よび地下鉄駅を一つのボックスとして捉え，地表面から

の流入・流出を考慮し，地下鉄線路への流入・流出を

考慮して水量の収支を計算している．さらに，地下鉄線 
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図-2 計算領域および地下鉄路線 

路の水の挙動はスロットモデルを考慮した１次元不定流 

モデルで表現している．計算領域を図-2 に示す．計算 

格子幅は 50m であり，地下鉄線路も約 50m で区分した．

本研究では，平成 11 年の福岡水害を計算の対象とす

る．この災害の様子は，橋本ら 1)によりまとめられており，

流入流量が見積もられている．ここでは，図-4 の御笠川

の越流地点および山王水路の越流地点に，それぞれ

の総越流流量が等しくなるように流量を与えた．なお，

計算時間は 10 時間とした． 

3.計算結果および考察  

図-3 に博多駅周辺の浸水の様子を，図-4 に本

計算で得られた最大浸水深の分布を，図-5 に計

算終了時の空港線における浸水の様子を示す．

図-4 から，博多駅西側より東側の浸水深が高いこ

とがわかる.これは，博多駅東側出入口付近の地盤

高が周辺の地盤高より低いためである．なお，実測

値の浸水深の最大値は約 100cmであり，本解析の

浸水深の最大値は約 80cm であった．さらに，地下

空間への入口がある駅東側に水が集中し，図-5 で

示されたように，鉄道線路内に浸水が拡がっている．

平成 11 年の福岡水害では地下鉄の浸水が報告さ

れており，同様の結果であった．現在，計算結果の

妥当性について十分に検討できておらず，今後，

詳細な検討を実施したい． 

4.おわりに 

本研究では，平成 11 年の福岡水害を対象とし，

地表面と地下鉄の浸水に関する再現計算を行った．

その結果，当時の浸水の様子を示す解析結果が

得られた．今後，解析の妥当性および浸水のメカ

ニズムについて，詳細に検討を進めたい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 博多駅周辺の浸水の様子（橋本ら 1)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 博多駅周辺の最大浸水深の分布  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 空港線の浸水状況 
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